
火山防災協議会等連絡・連携会議（第２回）

平成２５年８月２６日（月）：錦江高原ホテル

市街地の降灰の状況

上写真：突然の降灰に
傘を指したり、屋内に
急ぐなどして、降灰を
避ける市民の様子

下写真：１６時頃に市街地
を襲った降灰の様子
暗闇の中、前が見えず走行
車両はヘッドライトを点灯











桜島火山対策事業の概要
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平成２５年度桜島火山対策事業費（当初予算）

降灰除去事業について

○ 鹿児島市では、活動火山対策特別措置法第１１条に
基づき、昭和５３年度より降灰除去事業を実施

○ 道路、宅地、公園、学校等の降灰除去事業を実施



道 路 宅 地 学 校

現在の主な取り組み（降灰除去）

グランドスイーパー

※ 上空の風向きを天気予報などで知ることができ、インターネットや

メールで桜島の噴火・爆発、風向き等を知ることができます。

降灰除去事業について〔道路降灰除去事業〕

① 気象台から発表される噴火情報や毎日の天気予報

で発表される風向き等により情報収集を行う。

鹿児島地方気象台
ホームページより転載

風向き

噴煙量



降灰除去事業について〔気象台降灰予報〕

降灰除去事業について〔道路降灰除去事業〕

② 職員の巡視による状況の把握を行い、降灰除去

区域を決定

※夜明け前、または降灰が確認
された時点から巡視を開始

※道路の路側線（白線）が見え
づらくなった場合や道路に降
灰が撒き上がり歩行者及び車
両の通行に支障をきたす場合、
除去作業を実施



※降灰量の多い地域

から重点的に作業

を行い、１回の降

灰について３日以

内に除去作業を完

了する計画である。

※降灰量が少ない場

合は散水車のみを

出動させることも

ある。

作業前状況 路面清掃車による除去

散水車による除去 除去作業完了

降灰除去事業について〔道路降灰除去事業〕

③契約業者に作業地域と出動車両を指示し、除去作業

を行う。

⑤ 計測・灰の処分

※路面清掃車で集めた灰の

収集量を計測し、埋め立

て処分する

降灰除去事業について〔道路降灰除去事業〕



【 車 両 体 制 】 H25.4.1

○ 市街地区８５台、東桜島地区５台、西桜島地区
６台、合計９６台体制で、除去作業を行っている。

路 面 清 掃 車
散 水 車 合 計

大型（四輪）大型（三輪） 小 型

市 街 地 区

市 保 有 13 5 16 17 51

国 保 有 2 2

民間保有 4 8 3 17 32

東桜島地区
市 保 有 2 1 3

民間保有 1 1 2

西桜島地区
市 保 有 1 1 1 3

民間保有 1 1 1 3

降灰除去事業について〔道路降灰除去事業〕

【 概 要 】
○ 宅地内の降灰について、市が指定する宅地内降灰指定置場

に搬出されたものについて収集・運搬・処分を行う。

【収集の方法】

① 宅体内の降灰は各家庭で袋詰めにされる。

② 袋詰めにされた降灰は宅地内降灰指定置場に出される。

③ 収集請負業者が割り当てられた地域内宅地内降灰指定置場

を１ヶ月に１回程度巡回して収集・運搬する。

※ 降灰が続いたり、多量の降灰があった場合は、収集頻度を

高めている。

降灰除去事業について〔宅地降灰除去事業〕



【宅地内降灰指定置場】

〇 克灰袋を出す場所

○ 降灰置場の設置については、

各町内会からの要望により設置

〇 現在、約６，３００箇所

降灰除去事業について〔宅地降灰除去事業〕

【克灰袋】

○ 宅地内の降灰を入れる袋

〇 市が無料で配布

〇 克灰袋がない場合はレジ袋を

二重にして出すことも可能

① 収集・運搬
委託業者は、担当地区

内を巡回し、降灰置場に

出された灰を収集、仮置

場へ運搬する。

降灰除去事業について〔宅地降灰除去事業〕



② 検 収 ・ 処 分
集めた灰の収集量を計

測し、埋め立て処分する。

降灰除去事業について〔宅地降灰除去事業〕

被害状況について（農業被害１）

火山灰による被害
・水分を含み塗りついた灰は雨でも落ちにくいため、品質や商品性が低下する。
・葉に灰が付着すると受光量が減り、草勢が衰え、品質や収穫量が低下する。

温州ミカン カボチャ



被害状況について（農業被害２）

火山灰による被害
・降灰や火山ガスの影響を避けるため、被覆施設等による栽培を促進しているが、

降灰の影響で受光量が減り、草勢が衰え、品質や収穫量が低下することもある。
・被覆施設の降灰について、散水や払落しによる除去で対応している。

被害状況について（農業被害３）

火山ガスによる被害
・火山ガスの影響で葉や実が枯れ、商品価値がなくなってしまう。

キヌサヤエンドウ ホウレンソウ

比較的、降灰に強いキヌサヤエンドウの栽培を促進しているが露地栽培の場合、火
山ガスの影響を受ける。また、ホウレンソウなど、被覆施設で栽培していても出荷の
際に火山ガスの影響を受けることがある。



被害状況について（水産業被害）

軽石による被害
・火山活動で流出した軽石は漁船のスクリュー等、故障の原因となり、養殖生簀に

侵入し、養魚の死因の一つになっている。
・対策として、海岸に打ち上げられた軽石については、手作業による除去を行って

いる。

現在の主な取り組み（水道施設整備）

・降灰の影響でろ過池の濁度が上り、取水停止に至る場合があることから、水道
施設の降灰防除対策として、ろ過池等に覆蓋施設の整備を進めている。

ろ過池に降灰があった場合
除去することができない。



今後の課題（桜島火山活動対策協議会）
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桜島火山活動対策協議会

・昭和５２年１０月８日設置

・桜島周辺の鹿児島市、垂水市、
霧島市、鹿屋市の４市で組織

・桜島の継続的な火山活動に伴う
対応策の協議、関係法令の整備
充実、国・県への意見の反映を
図るなどその総合的施策を推進
することを目的とする。

〇 毎年、国や県に対し、桜島火山
対策についての要望活動を実施

桜島は平成２６年１月１２日に
大正３年の大噴火から１００年
を迎えます。１００年の節目に
合わせ、火山災害について過去
の教訓を後世に伝えるとともに、
火山に関する様々な情報を発信
いたします。


